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札幌市 

基礎情報 

【人口】1,952,356 人  【世帯】921,837 世帯（平成 27 年国勢調査より（総務省）） 

【母子・父子世帯数】 

母子家庭数 17,327 世帯、父子家庭数 1,600 世帯 

（「ひとり親家庭等の生活の安定と子どもの健やかな成長を目指して（札幌市ひとり親家

庭等自立促進計画）」より） 

 

概要 

○札幌市では、ひとり親家庭等を対象に、市独自でアンケート調査を実施している。その

結果、ひとり親家庭に対する就業支援策の充実が求められていることが明らかになり、就

業支援策のより一層の充実に力を入れている。 

○ひとり親家庭の就業を支援するため、合同就職説明会を開催する「ひとり親家庭就業機

会創出事業」を平成 26 年度に開始し、平成 26 年度の参加者数は 229 人であった。 

 

【札幌市におけるひとり親家庭支援施策の背景】 

札幌市は、全国と比較して離婚率が高く、平成 24 年の人口千人あたりの離婚率は全国が 1.87

であるのに対し、札幌市は 2.36 と全国の 1.26 倍となっている（「札幌市ひとり親家庭等自立促

進計画」平成 26 年 1 月）。札幌市では、「札幌市ひとり親家庭等自立促進計画」（計画期間：平

成 25 年度～平成 29 年度）の策定にあたり、札幌市独自で「札幌市ひとり親家庭等の生活と意

識に関する調査」（アンケート調査）を実施した。その結果、年間世帯収入が 300 万円未満の

世帯の割合が母子家庭で 74.2％、父子家庭で 53.2％であり、札幌市の一般世帯の 53.9％と比

較して特に母子家庭では高い傾向があった。雇用形態では、パート・アルバイトの割合が母子

家庭で 46.3％、父子家庭で 14.9％であり、札幌市の一般世帯の女性 38.1％、男性 9.4％と比較

して高い傾向があった。仕事の悩みに関しては、母子家庭、父子家庭ともに「収入が少ない」

の回答が最も多かった。これらより、札幌市ではひとり親家庭の経済的自立に向けた就業支援

策の一層の充実が必要であることが明らかになった。 

そこで札幌市では、ひとり親家庭等が十分な収入を得て自立した生活を送ることができるよ

うに就業支援の充実を基本目標の一つに掲げ、積極的に就業支援策を展開している。 

 

札幌市ひとり親家庭等自立促進計画のうち、基本目標 2 就業支援の充実に係る項目 

① 母子家庭等就業支援センター事業の充実 

② 職業紹介業務等の体制強化 

③ 資格・技能習得のための支援の充実 

④ 就業機会創出事業の実施 

⑤ 母子福祉団体に対する支援 

⑥ 女性のための就業支援策の充実 

⑦ 就業のための環境整備 

出典）札幌市ひとり親家庭等自立促進計画より作成 

 

（１）ひとり親家庭就業機会創出事業 

①ひとり親家庭就業機会創出事業の概要 

平成 26 年度から新たに開始した「ひとり親家庭就業機会創出事業」は、ひとり親家庭に理

解ある企業を開拓し、就職の機会を提供するため合同就職説明会を開催する事業である。 
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平成 26 年度及び平成 27 年度の事業規模は 2,800 千円であった。平成 28 年度は事業規模を

4,000 千円に拡充し、公募型プロポーザルで委託先を決定した。厚生労働省の母子家庭等就業・

自立支援センター事業のうち就業支援事業の枠内で実施し、国庫補助金の申請をしている。 

 

②周知方法における工夫 

ひとり親家庭の親に気軽に参加してもらえるよう、合同就職説明会について「仕事をさがす

シングルのママ＆パパのおしごとマーケット」と親しみやすい呼称で広報している。 

周知方法も多岐にわたり、札幌市公式サイト、事業委託先のウェブサイトでの情報提供のほ

か、作成したポスター及びチラシを、ハローワーク、市内の認可保育園、JR 駅等にて配布し

た。さらに、女性向けの札幌情報誌やフリーペーパーへの広告掲載、ラジオや SNS での情報

提供も行った。開催前日に新聞記事として取り上げられたことも集客につながった。 

 

平成 28 年度ひとり親家庭就業機会創出事業のチラシ 

 

出典）札幌市資料 

 

③会場選定における工夫 

開催場所についても気軽に参加できるための工夫をしている。平成 27 年度は、札幌駅に近

いオフィスビルの 16 階を会場としたが、高層階に行くことに心理的な抵抗を感じる人が多か

ったためか、同じく札幌駅に近い立地の 6 階建て複合商業ビルの 5 階で実施した平成 26 年度

に比べ、参加者数が 3 分の 1 以下と少なかった。そこで、平成 28 年度は再び平成 26 年度と同
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じ施設で開催予定である。この施設は、1～2 階に大手書店が入っており、ガラス張りの開放的

な空間であるため、訪れる際に心理的な抵抗が少ないと考えられる。平成 28 年度は、さらに

多くの人の関心を引くため、施設の外から様子が分かる貸しスペースで、ひとり親向けの資格

取得・母子介入会案内コーナーの設置を計画している。 

 

④出典企業選定における工夫 

出典企業開拓の際は、数百の企業に声かけし、ひとり親家庭の安定雇用がかなう正社員求人

を中心に企業開拓を行った。また、「条件で選べる求人ブース」を設け、委託契約や派遣も含め、

職種も事務職以外に宅配業、コンサルティング業務、販売等を取り揃え、より幅広い範囲の働

き方を選択できるよう企業選定を行った。 

 

平成 26 年度の企業種別参加件数 

企業種別 件数 

ひとり親家庭に理解のある正社員求人を中心とした出展企業 20 社 

ひとり親が就労しやすい時間や雇用形態など条件を選べる出展企業 4 社 

ひとり親採用に意欲のある幅広い業界・業種の求人情報掲示 40 社 

出典）札幌市資料 

 

平成 27 年度会場の求人情報掲載コーナー 

 

出典）札幌市資料 
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合同就職説明会会場と開催当日の様子 

 

 

平成 26 年度及び平成 28 年度の会場外観 平成 26 年度及び平成 28 年度の会場内観 

 

 

平成 26 年度会場のフロア内の様子 平成 26 年度会場のイベントコーナー 

 

 

平成 26 年度会場の企業との面談ブース 平成 26 年度会場の託児コーナー 

出典）札幌市「札幌市ひとり親家庭雇用機会創出事業 報告書」 
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⑤事業実績と今後の展望 

事業実績は下表のとおりである。平成 26 年度の参加者数は 229 人であり、目標の 200 人を

上回る結果となった。 

開催当日に実施したアンケート結果によると、合同企業説明会を知ったきっかけは、ポスタ

ー・チラシ、家族・友人、広報、ハローワーク、委託先企業ウェブサイト、札幌市母子寡婦福

祉連合会、フリーペーパーの順に件数が多く、さらに保育園、新聞と続いている。 

合同企業説明会への参加者の意見・感想としては、「正社員の道は諦めかけていたが、意欲

が出た」「ひとり親の不安を真っ先に取り除いていただいて助かった」「子連れでも安心して参

加できた」「もっと回数を増やしてほしい」等、前向きな意見が多く見られた。 

参加企業側の意見としても、会場スペースについての改善点を挙げる声は複数みられたもの

の、「求職者に意欲的な人が多く、熱意に感激した」「とても多くの人に来ていただいて参加し

てよかった」等、手応えを感じていることをうかがわせる意見が多かった。 

今後は、引き続き参加者の心理的抵抗をなくすための工夫をしていくつもりである。また、

札幌市母子寡婦福祉連合会が札幌市から委託を受けて運営する就業支援バンク（ひとり親家庭

等就業支援センター事業）への一括登録も検討中である。 

 

事業実績 

 参加者数 出展企業数 求人掲載企業数 就業者数 

平成 26 年度 229 人 24 社 40 社 20 人 

平成 27 年度 69 人 19 社 50 社 データなし 

出典）札幌市資料より作成 

 

合同企業説明会について知ったきっかけ 

媒体 回答数（複数回答） 

ポスター・チラシ 38 

家族・友人 28 

広報さっぽろ 27 

ハローワーク 19 

委託先企業ウェブサイト 18 

札幌市母子寡婦福祉連合会 17 

札幌市地域新聞ふりっぱー（無料地域情報誌） 15 

保育園 14 

新聞（北海道新聞、朝日新聞） 12 

求人誌 an 10 

出典）札幌市資料 
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【参考資料】 

平成 28 年度札幌市ひとり親家庭就業機会創出事業運営業務企画提案仕様書 

  

  

出典）札幌市資料 

以上 


